
『伯林』は留学中の手記をもとに、新聞、雑誌、図書十数種を参考にして成ったものである。

それで独創性は少ないかも知れないが、我が国最初のベルリン都市論を短時日のうちに、しか

も多くの写真とともに、興味深くまとめ上げた先駆性と、著者のアイデアと筆力は評価できる。

今、新首都となったベルリンに関する雑誌や図書が相次いで出版されているが、そうした新刊

書の後にこの古書を読むと、独特の興味を覚える。

武藤長蔵とシラー

長崎高商（現・長崎大学経済学部）教授で日欧交渉史の研究家として特異な存在だった武藤

長蔵（1881-1942）のことを、かつて小泉信三は「篤学者耽学者武藤長蔵博士」と呼んだ。確

かに彼の主著「日英交通史之研究｣'（初版・昭和12年）や死後に出版された『対外交通史論」

(昭和18年）を読んだ人ならきっと同様の印象を受けることだろう。資料の博捜と厳密な考証

による文献主義的研究には篤学者として面目躍如たるものがあり、それに対しては尊敬しなが

らも、－面過度と思えるほどの資料の引用・注釈には、研究価値の軽重先後を無視した、煩頂

主義を感じ取る向きもあるだろう。だが、その両面が相まって彼の学風となっているのである。

そして、それを支えたのが彼の蒐集した膨大な図書・資料であった。和漢・洋書合わせて一万

冊を越えるそれらの図書は、現在武藤文庫として長崎大学付属図書館に保存されている。武藤

文庫目録を見ると，その収書範囲は広く人文・社会科学の各方面に及んでいる。特に大半を占

める洋書には交通・経済・地理・歴史・旅行記等を中心として貴重なものが多い。

さて武藤はその蔵書にも反映しているが、ドイツ文学、なかでもシラー

(明治・大正期にはシルレルと表記するのが普通だった｡）を愛好し、崇

拝していた。ゲーテと並称されるシラーは明治前期にはその『ヴイルヘ

ルム・テル』が自由民権思想との関連で翻訳紹介され、後期には理想主

義文学のシンボルの如く文学者のみならず、知的エリート層に広く持て

はやされた。武藤は明治36年（1903）に東京高等商業学校（現・一橋大

学）を卒業したが、在学中ドイツ語の時間にシラーの作品に触れたと推

定される。確かなのは明治38年に|｢帝国文学臨時増刊第二｣｜として出さ

］にしばしば言及していることだ。これには巻末に詳細な参考文献が付

武藤長蔵
定される。確かなのは明治38年に|｢帝国文学臨時増刊第二｣｜として出さ

れた「シルレル記念号」にしばしば言及していることだ。これには巻末に詳細な参考文献が付

いており、それを武藤は図書購入に際して参考にした節がある。武藤文庫目録には外に佐藤芝

峰訳|｢ヴイルヘルム・テル』（明治38年）や秋元魔風著『シルレル研究一鐘の歌評釈｣'（同40年）

等も見られる。だが、彼のシラー熱はやはり独逸留学時代に一層高まったと見てよかろう。

武藤は大正11年３月号|｢学燈』（丸善）に「シルレル研究参考書雑考」という短いが、彼の

特色がよく現れた文章を寄稿している。シラーは1805年（文化２）５月９日にワイマールで亡

くなったが、武藤は冒頭で「私は独逸留学中も帰朝後も毎年この日に特に此偉大なる独逸の詩

人を億ふものである。本年は日独開戦の際独逸に残して置いた私の荷物が無事に着し其中に色々
うたた

シルレルに関し私が彼地Iこて蒐集したる資料を発見し転感慨に耐へない」と述べている。武藤
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は1912年（明治45）３月、文部省より商業学研究のために３年間米・英。独国へ留学を命じら

れた。独逸では1912年から14年にかけてベルリン大学とフライブルク大学で専門の商業史等を

学ん芝が（厳密にはベルリン→フライブルク→ベルリンの順)、その間シラーの著作伝記等の外

に各種の旅行案内書を購入し、各地の詩人ゆかりの遺跡を丹念に訪ねた。なお、彼は世界大戦

のためにドイツで入手した図書や資料類は他の荷物と一緒にベルリンの日本大使館の地下室に

預けて、日本が戦争に参加する直前に渡蕊したが、それらは平和回復後、無事に長崎の彼の手

元に届けられた。その時の彼の喜びが上の言葉に現れている。

武藤は1914年のシラーの命日をワイマールで過ごし、彼の臨終の床の残っている旧宅を観、

また彼の棺の、ゲーテのそれと並んで置かれてい息ワイマールの公墳螢（Gcethe-8chiller‐

Gruft）に詣でた。ワイマール劇場ではシラーの処女作|｢群盗」を観、またゲーテのファウス

トについても同様な機会を得た。その前年には詩人の生まれ故郷マールバッハを訪れ、更にシ

ラーのカール学院時代のシュトゥツガル卜にも立ち寄り、その学校の跡を見学後、シラーが学

院時代から書いてきた「群盗」を学友に読み聞かせた郊外の森Lochserを訪ねるといった念の

入れ方だ。そして幸運にもその森に設けられた野外劇場で上演された「群盗」をも観ている。

ライプツイビではゴーリス地区にあるシラーの家（1785年５月から９月まで住んだ農家風の小

家で、ここで有名な「歓喜に寄せて」AndieFreudeの初稿が書かれた｡）を見学した外、１９１４

年（大正２）５月10日（日曜）ライプツイヒ新劇場に於けるシラー記念碑除幕式（これを武藤

風に紹介すると、FeierzurEnthijllungdesSchiller-DenkmalsveransbaltetvcnSchiller

Verein（LiteralischeGesellschaft）ｚｕＬｅｉｐｚｉｇＣ.Ｖ・sonnta3denlOMai，1914,ｖｏｒｍ、

111／２UhrimneuenTheaterzuLeipzigとなる｡〉にも列席した。シラーがイェーナ大学

の史学教授時代に住み、戯曲「ヴァレンシュタイン』を書いた、そしてゲーテがしばしば来訪

した住居と庭園も観た。

以上のことは多少ともドイツ文学に興味のある人には珍しいものではない。筆者にも留学中

に似たような体験がある。だが、武藤はそうした遺跡の巡礼記に留まらず、続いてシラーに関

する文献紹介についても穂蓄を傾けて行っている。「シルレル研究参考書雑考」は丸善と親し

かった丸山通一（－高独語教授）の求めに応じて書いたとはいえ、交通論や商業学を専門とす

る人としては異例である。それについては後述することにして、小泉信三はベルリン留学時代

の武藤の印象を次のように回想してい愚。

「(前略）世界戦争破裂の直前、私は屡々ベルリン大学の廊下で武藤君を見た。黒っぽい服

に黒の中折れを冠り、やはり今と同じやうに本を－杯詰めた革鞄を脇に桧へてゐた。近づいて

見れば、身躯は痩せて眉秀いで、色浅黒<、いかにも大学の講堂で見るにふきはしい気品が備

はってゐる人だと思った。…」（武藤箸「対外交通史論」への序文）

武藤はベルリン大学で専門の交通論や経済学の講義の外に、自分の興味から色々聴講したが

その中に私講師ルートヴイヒ。ガイガー（LGeiger）のゲーテのファウストとシラーの生涯及

び作品に関す鳥講義もあった。

そして彼の私宅を訪問してシラー研究上の指導を受け、感激した。1913年（大正２）３月１２

日に訪問した際ガイガー改訂のエミール・パレスケ（BPalleske）の『シラーの生涯と著作」

(SchillersLebenundWerke）を恵贈された。
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更に武藤は、京都帝国大学図書館洋書目録（従明治30年至大正２年）に同書は見られないが、

同じ著者の「講演術」（DieKunstdesVcrtrages）はあることを確認する。またガイガー改

訂の上記の本は京大図書館の目録中にはなくて、却ってガイガー編「ゲーテとヴイルヘルム及

びアレキサンダー・フォン。フンポルト往復書簡集」（ベルリン1909年版）を載せていると注記

する。これが彼のやり方だ。それで、ガイガーに教えられてベルリンの本屋で買い求めた、シ

ラーの子孫であるアレキサンダー・フォン・グライヘンールスヴルム（Alexandervcn

Gleichen-Russwurmの｜｢シラー、その生活の歴史」（Schiller，DieGeschichteseines

Lebens，1913）や、特にルートヴイヒ。ウルリックス（Ｌ・Urlichs）他編Ｉシャルロッテ゜フォ

ン。シラーと彼女の友人たち』（CharlottevonSchillerundihreFreunda3Bde､1860-1865）

については詳しく解説している。ここまで来るとシラー専門家の観があ患。

なお武藤は、我が国の高等学校、高等商業学校、医学専門学校等でドイツ語を学ぶ学生たち

に独文学史の－班を知らせる参考書として、シラーに関する著書もあるヴイヒグラム

(J,Wychgram）箸の『ドイツ文学史の授業のための副読本」（HilfsbuchfiirdenUnterricht

inderdeutschenLiteraturgeschichbe’1911）を推薦している。これにはシラーの小伝と作

品の簡約な解説が含まれてしきた。

そして「シルレルに関する参考書として普通掲げられては居らないが私は独逸歴史派経済学

の泰斗で伯林大学教授たりし故GustavvoSchmoller氏著ZurLiteraturgeschiGhteder

Staats-undSozialwissensChaften中に収録きれたろ『倫理的及文明史的立場より観たるフリー

ドリヒ・フォン・シルレル』（FriedrichSchiUersethischerundkulturgeschichtlicher

Standpunkt）なる千八百六十三年起草論文は特に参照すべき価値ありと思ふ､」と述べている

のは武藤ならではの指摘であろう。しかも彼は「シュモラー先生の講義は伯林大学在学中私は
が

聴講したが先生は彼”大戦中千九百十七年便U我大正六年六月二十七日夕享年七十有九で永眠さ

れた」と付記することを忘れない。最後に武藤は、フライブルク大学で専門の余暇に師事した

有名なゲルマニストのクルーゲ（FroKluge）の論文「言語発達史上のシルレルの位置」（Die

sprachgeschichtliCheStellungSchillers）を挙げて「シルレル研究参考書雑考」を終えてい

る。

これよりやや研究的なのが「ゲーテ及シルレル雑考」〈｢ゲーテ年鑑」第六巻、昭和13年）で

ある。だが大半はゲーテと交通、商業、経済及び社会学等の関係を論じたものでシラーに関す

る部分は僅かである。この論文も考証的研究で、ゲーテの著作及び英独の研究文献からの鶏し

い引用が見られる。その点で他の論考（この巻には武藤以外に高橋健二、薗田香熟、小島貞介、

日シュプランガー、Ｅ・ヤーン、Ｒ・シンチンゲルが寄稿していろ。）とは著しい対照をなし

ている。武藤によれば、ゲーテに比べてシラーは交通、商業、経済及び社会学等と広範な関係

な持っていないが、短詩「商人」（DerKaufmann）は商業史の本に引用され、長詩「散策」

(DerSpaziergang）は文化史的詩歌として有名だという。とにかくこの論文ではシラーに関

しては短い上に、英国で入手した英書の文献が新たに紹介されている以外、大体「シルレル研

究参考書雑考」の再説と言ってよい。そのためか未完と断っている。だが、彼に続編を執筆す

る機会はついに訪れなかった。

さて、武藤は「日英交通史之研究」改訂増補第二版（昭和17年６月〉を出すに際して内容を
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改訂したいと考えたが、病気のためそれが出来ず第二版のままにせざるを得なかった。そのた
エピグラム

め序文も自ら筆を執ることが出来ず口述によった。短い序文の最後lニシラーの格言詩「友と敵」

が引用されている。

FreundundFeind

TeueristmirderFreund，dochauchdenFeindkannichnUtzen・

ZeigtmirderFreund，ｗａｓｉｃｈｋａｎｎ，lehrtmichderFeind，ｗａｓｉｃｈｓｏｌＬ

「私にとって友は大切であるが、敵も役立つものだ。友は私が何を為し得るかを教え、敵は

私が何を為すべきかを教える」という意味であるが、武藤は死の間際に至ってこのシラーの詩

の内容に深く共感していたことを示している。

遺族の語るところによると、彼は病床にあっても尚研究すべき幾多の問題について考えるべ

きこと或いは為すべきことがあって、いささかも死を自覚せず書物を放さず、臨終の数日前医

師の忠告によって漸く諸資料を病室から持ち出したほどであったが、シラーの詩集だけは枕元

に置かしていたという。

武藤は確かにシラーを尊敬しその作品を愛好した。又、その歴史観DieWeltgeschichteist

dasWeltgericht（歴史が裁くの意）を知ってはいたが、「Rankeの如き態度を以て歴史を研

究し又歴史に関する著述に従事したいと恩ふ」（『日英交通史之研究』改訂増補第二版自序）と

述べているように、彼は事実を重んじる歴史家であった。それでシラーを扱う場合もその芸術・

思想を論ずるよりも、文献的・書誌的なものになった。その際史料をして語らせる方法を採っ

たので、馨しい引用と詳しい注釈になったと考えられる。

｢坊っちゃん」独訳者Ａ・スパン

アレキサンデル・スパンというドイツ人を

知ったのは大正14年７月号『独逸語学雑誌」

(日独書院）の巻末に出ていた独訳|｢坊っちゃ

ん』の出版広告によってであった。そこに

｢九州帝国大学講師アレキサンデル・スパン

先生訳」と付記されていた。広告には本書は

｢九州帝国大学に教鞭を執り日本通独逸学者

として知られたるアレキサンデル・スパン先

生が忠実に逐語訳せられたるもので、若い江

戸っ子の闇達な気分が篇中の到る所に横溢し
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山本有三と対談中のスパン て居る原著の趣を少しも傷つけずに、其の巧

妙な描写を原著其の儘独逸語に写し出したものである」とあり、興味をそそられた。その後調
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